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天下再興の戦いと私部城

はじめに

戦国時代、私部に交野城あるいは私部城と呼ばれた城がありました。

この城は、いつ造られたのか ?

誰が造つたのか ?

その城はどのような意味があったのか ?

月ヽ谷利明

何人かの研究者がこのなぞを探りました。各研究者の結論はそれぞれ違 う点があり、こ

れをどう考えるべきか、ここで、十分な結論は出せませんが、なるべく広く、その可能

性を探つていきたいと思います。

1、 交野地域が畿内政治史で重要視されはじめるのはいつか ?

①私部城の築城時期については、片山長三氏の南北朝期説

中西裕樹氏の信長上洛以前説   三説がある。

馬部 F・A弘氏の信長上洛後説

・中井均氏→南北朝期説はなりたたないと指摘

。中西説は、元亀元年 (1570)の 城主「安見右近」
安見氏⇒信長上洛前に活躍した飯盛城将安見美作守宗房との関係を考慮

して信長上洛前から私部城の存在を推測

・馬部説は、安見右近の本拠 星田⇒私部ではない。私部を掌握 したのは信長期からと

推 測 (史料 43・ 44・ 49)

いずれも難点のある説

中西説は系譜論からの推測。

馬部説がいう安見右近が星田にいた時期は、畠山高政
。安見宗房が三好長慶と戦い、

敗北して河内を出ている時代。⇒右近だけがなぜ星田にいられたのか自体が問題。

*あるいは、三好方に降伏しているのか'
いずれにしても本拠にいられたかどうかわからない。論証不足。



そこでここでは、交野が畿内政治史で重要な意味を持ち始めたのはいつか ?と いう

問いから始めたい。

享禄年間 (1528～ 32)本沢長政が飯盛城を築城⇒北河内が政治的中心地になる。
天文畿内一向一揆 (1532～ 5)            ・

⇒二揆方  畠山積長 (政長系) 紀伊へ。
反一揆方 木沢長政 (義就系内衆)・ 遊佐長教 (政長系守護代)
その他  畠山義尭 (義就系、一向一揆のため自刃)

天文畿内一向一揆後

木沢長政 飯盛城で畠山在氏を擁立
遊佐長教、高屋城で畠山長経、つづいて弥九郎を擁立

天文 11年 (1542)、 本沢長政の舌L
→畠山植長の河内復帰。遊佐長教と和睦。

この時、飯盛城の東に位置する大和国鷹山の領主鷹山弘頼が、畠山軍に加わる。

→鷹山から交野を拠点に飯盛に備える (史料 3)。 この時から、交野は重要な地域拠

点となつた。

鷹山弘頼の性格

○大和官符衆徒の家。大和の最も重要な家のひとつ。弘頼の時代になり、歴史の表舞

台に登場。

○弘頼は、河内勢 300人 を率いて、大和で活躍 (史料 5)。
弘頼が率いた河内の軍勢はどこの地域の侍力、

「言継卿記」天文 14年 (1545)5月 24日条に見える牧郷の戦国領主野尻治部
泰の軍勢は 500人。織田信長が斎藤道三に対面したときの人数が 700人だから、
戦国領主の軍事力として300人 は決して少なくない。 300人 は交野庄から動員で
きる程度の軍勢と言えよう。弘頼は、牧・交野一揆の動員を期待されている。この時

代の畠山氏の軍勢の主力 (史料 8～ 11)。

⇒鷹山弘頼は、単に交野に着陣しただけではなく、交野庄の軍事動員権を持った可能

性がある。

○また、遊佐長教によって鷹山弘頼、安見宗房が山城守護代となる。 (史料 6・ 7)

⇒安見宗房の登場

○安見宗房は、鷹山とともに軍事行動するなかで、新たに注目され登用された人物。

史料 18を見ると、弘頼は、畠山氏に出仕しており (高屋城 ?)、 畠山家中のなかに入
つていた。

鷹山氏の拠点 交野



2、 安見宗房の活躍

鷹山弘頼の死

○鷹山弘頼は、安見宗房と対立し、天文 22年 5月 に高屋城で自刃 (史料 19)。

○弘頼の自刃は、大和国人を反安見に駆り立て、鷹山弘頼の息子藤政は、筒井氏とと

もに反畠山方として活動を始める (史料 20)。 鷹曲は牢人と表現されるなど (史料 2

8～ 30)、 基盤を失つた。あるいは、大和鷹山地域自体も安見氏の基盤か (史料 58)

○当然、交野庄の支配も出来ていない。一方、筒井は、畠山氏に屈服し、臣従してい

った (史料 31～ 36)。 →交野を安見が支配することは十分可能

○鷹山氏は永禄 11年段階で、私部郷の不知行地を三好二人衆方の篠原長房に安堵さ

れる (史料 71)。

→鷹山が弘頼段階で私部郷に知行地を持っていたことが判明

安見宗房の性格

○「抑安見 卜申物ハヲチカタ殿 卜云人の中FElニテアリケルカ」とあるように、安見宗

房は「ヲチカタ殿」の中間であつたという。鷹山弘頼と活動することで、その実力が

認められた人物である (史料 14)。

○宗房は文化人としての性格を持ち。茶道では、相当な名物を所持し、息子野尻満五

郎は、禁裏で能を公演するなど、文化面で顕著な活動をしている (史料 26・ 27)。

○遊佐長教は、鷹山や安見が活動する以前から、両郡代制を実施しており、上郡代は

南河内を、下郡代は北河内を担当した。遊佐長教没前には、上郡代は萱振賢継で高屋

城に居住し、下郡代は安見宗房で飯盛城に居住したのであろう。

また、高屋城には、北河内最大の領主野尻治部丞泰や遊佐譜代の家臣中小路氏なども

居住していた。このことから、主な畠山家臣団は、高屋城に居住し、飯盛城には、そ

れほど主要な家臣団は住んでいなかつたものと推察される。

問題は、北河内最大の戦国領主野尻治部丞泰が失脚し、その後を安見の息子野尻満五

郎が継いだことである。北rFT内の支配は次第に安見宗房のものとなつている。

天文 22年、鷹山弘頼が亡くなると、安見は、弘治年間、大和攻めを行い、筒井氏を

屈服させる。弘頼没後の大和国人衆の離反に一定度、楔を打つことが出来たのである。

当然、鷹山弘頼の地盤であつた交野も安見宗房のものとなつたと理解 したい。

なお、安見宗房の下郡代としての軍事力は、 5千人とある。これは、北河内の戦国領

主の軍事力の総数を上げたものと見られる。宗房の直轄軍は、 6・ 7百人だろう (史

料 25)。

安見宗房の子供たち

野尻満五郎 天文 10年 (1541)生 まれ。野尻を継ぐ。後、野尻兵衛大夫宗泰



萱振某   萱振賢継へ養子。 (満五郎と同一人物の可能性も)
一族

安見助次郎房  宗房に比較的近い人物。 (史料 61)

安見右近丞   一族か。
｀
  安見与介 ?   右近の家来か
*安見宗房は俗説では河内守護代となつたとするが、全くの間違い。遊佐長教の跡は、

萱振賢継が押した遊佐長教の弟根来寺の松 (杉か)坊。萱振滅亡後は、安見宗房が押し

た遊佐太藤、その後、畠山高政が支持した遊佐信教が就任し、信長上洛を迎える。

3、 将軍の暗殺と天下再興の戦い

永禄 3年 (1560)の 三好長慶VS畠山高政・安見宗房
⇒三好長慶―飯盛城主 三好実体一高屋城主
永禄 5年 (1562)三 好実体、戦死。

しかし、畠山高政と安見宗房は、河内教興寺で敗れる。

⇒幕府分裂戦争 (小谷)

永禄 8年 (1565)将 軍足利義輝の殺害→天下再興の戦いが始まる。 (史料 62～ 6

9)。 信長だけが、天下の戦争をはじめたわけではない。

○この時、安見右近丞が、畿内での戦争の主役のひとりとなる (史料 67)。

→遊佐信教が安見右近丞を松永久秀に与える。安見右近丞は松永久秀武将として活動。

馬部氏は、安見右近丞を信長配下の武将とするが、間違い。

永禄 11年 (1568)1月 、河内津圏城が松永方の城となり、大和方面からの通交が

出来なくなる。

→安見右近丞は大和方面での戦争が多かつたが、河内方面での活動が可能となる。信長

上洛直前に私部を確保か ?

4、 信長の上洛と私部城

永禄 11年 (1568)9月 、織田信長が足利義昭を伴って上洛。
⇒松永久秀と対立していた三好二人衆は、没落。彼らの拠点だった飯盛城、高屋城、大

和信貴山城などが没落。松永方は、多問山城や津田城だけが拠点だつた。

河内は畠山秋高 (政頼が改名)が高屋城、三好義継を飯盛城に入つた。(信長公記など

の物語では、若江城とするが、天下再興の戦いで若江城は登場しない。城がなかつたの

である⇒信長公記は信用できない部分がある。後に若江城が登場するが、三好二人衆の

拠点及び一向一揆の拠点として若江が拠点となり、若江城が三好義継の城となる。)



私部城主安見右近丞の切腹

元亀元年 (1570)9月 ～天正 8年 (1580)8月  石山合戦
元亀 2年 (1571)5月 30日 松永久秀が反信長方として挙兵。

5月 11日  安見右近丞が松永久秀によつて切腹させられる。
(史料 74～ 82)

安見右近丞は、松永久秀に同調しなかったため、切腹した。

安見新七郎の登場と松永久秀の私部城攻め

元亀 3年 (1572)4月     松永久秀が私部城を攻撃。
17日  松永久秀、私部城の相城を造る。信長方がこれを落

とす。 (史料 83～ 86)
29日 津田付城が落ちる。

○この戦いで、松永方により、私部城と津田城攻めが行われ、それぞれ松永方は付城を

造る。

中西・馬部説は、付城を津田付城と理解 しているが、それぞれの城が落ちたのは、別

であり、ふたつの付城があつたと理解すべき。私部城の付城はどこにあつたかも、検

討課題である。

○これを見ると、津田城と私部城は運動しており、永禄 11年 1月 の津田城奪還と私部
の問題は連動する可能性がある。

結論

私部城の築城時期は、今のところ、

(1)鷹山弘頼時代。

(2)安見宗房全盛期。

(3)永禄 11年 1月 以降、津園城奪還後。

(4)信長上洛後。
が候補となる。

築城主は、(1)は、鷹山弘頼。(2)は、安見宗房か安見右近丞。(3)(4)は、安見
右近丞。

私部城の性格

(1)(2)は こ天文 11年の本沢長政の乱後、畠山植長らが北河内支配を実現させる
ために造られた守護公権の城

(3)は、畠山高政・秋高 。松永久秀らによる天下再興の戦いによつて造られた城

(4)は、安見右近丞が信長上洛後に旧知行地回復が行われて拠点とした城で、松永久

秀系の城。
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